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令和 2年 10 月 1 日～令和 3年 9月 30 日現在 

事業所名 受付時期 苦情の内容 解決結果 解決レベル

GOODJOB R3.8.4 支援員の支援態度
本人と話し合いをして、支援について納
得していただいた。

管理者

GOODJOB R3.8.17 就労継続支援（B型）の支援のあり方

本人と話し合いをして就労継続支援（B
型）事業について説明をさせていただい
た。合わせて支援について説明を行いご
理解をいただいた。

管理者

てんしゃば R3.8.20

近隣に住む男性より館邑会事務所に騒音
による苦情の電話が入る。苦情の内容は
早朝6:00頃より騒音がひどいということ
だった。R2/6/18にも同様の苦情があっ
た。

騒音(パニックにより大声を出す、床を踏
み鳴らす）があった時に2階の窓は全て閉
めたが、1階は開いたままだったので騒音
が漏れた状態になってしまっていた。今
後は騒音のある時はホームの窓を全部閉
め、騒音を軽減する為の措置を徹底して
いきたい。

サービス管
理責任者

てんしゃば R3.8.20

バス停にて同乗者の年配女性から●●さ
んを指し、「いつもこの人から叩かれ
る。どういうことですか。」と付き添い
の世話人に苦情があった。世話人は苦情
に対して謝罪し、その旨を管理者、サー
ビス管理責任者に報告する。

苦情に対して世話人が事情を飲み込め
ず、よく分からないといった対応をした
ことに対し、ホーム側の対応を不服とし
て上記のような苦情を申し出たもよう。
後日、同乗の際、本人と合わせて正職員
が謝罪を行い、また今後同様のことが無
いように申出人に話しをする。

サービス管
理責任者

 

苦情処理結果報告 


